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身
の
危
険
を
感
じ
た
数
分
間

　
平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸

沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
『
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
』
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
地
震
は
、
津
波
な
ど
の
被

害
も
含
め
た
大
規
模
災
害
『
東
日
本
大
震

災
』
と
し
て
、
わ
が
国
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

　
登
別
で
は
震
度
３
を
記
録
し
た
揺
れ
で

し
た
が
、
過
去
に
発
生
し
た
地
震
と
比
べ

と
て
も
長
く
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
地
震

と
何
か
違
う
、
と
身
の
危
険
を
感
じ
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
全
体
で
の
被
害
状
況

　
総
務
省
消
防
庁
の
デ
ー
タ
（
平
成
27
年

９
月
１
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
は
、
東
北
地

方
を
中
心
に
１
万
９
千
335
人
、
行
方
不
明

者
２
千
600
人
、
負
傷
者
６
千
219
人
で
す
。

　
こ
の
人
数
を
登
別
市
の
人
口
で
考
え
る

と
、
市
民
の
４
割
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ

た
、
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
多
く
の
方
が
ほ

ぼ
一
斉
に
居
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
と
、

改
め
て
大
き
な
災
害
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
居
被
害
は
、
全
壊
が
12
万
４

千
690
棟
、
半
壊
が
27
万
５
千
118
棟
、
一
部

破
損
が
76
万
４
千
843
棟
な
ど
と
、
こ
ち
ら

も
甚
大
な
被
害
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
登
別
市
は
、
ど
の
よ
う
な
被
害

を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
登
別
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
当
日

を
、
市
が
執
っ
た
対
応
と
併
せ
て
、
時
系

列
順
に
振
り
返
り
ま
す
。

登
別
市
の
対
応
と
被
害
状
況

　
登
別
市
で
は
当
日
15
時
30
分
、
気
象
庁

の
『
津
波
警
報
（
大
津
波
）
』
の
発
表
を

受
け
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
市
内
８

カ
所
に
避
難
所
を
開
設
（
鉄
南
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

鷲
別
公
民
館
、
富
岸
小
学
校
、
幌
別
中
学

校
、
青
葉
小
学
校
、
緑
陽
中
学
校
）
す
る

と
と
も
に
、
道
道
登
別
港
線
の
通
行
止
め

に
合
わ
せ
て
市
道
蘭
法
華
通
り
を
通
行
止

め
に
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
15
時
35
分
、
市
内
海
岸
線
の
２

千
653
世
帯
、
５
千
392
人
に
対
し
『
避
難
指

示
』
を
発
令
し
、
サ
イ
レ
ン
遠
隔
吹
鳴
装

置
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
な
ど
で
、

対
象
者
へ
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

 
16
時
10
分
、
鷲
別
漁
港
に
お
い
て
、
50

㌢
㍍
の
津
波
が
目
視
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
こ
の
津
波
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
市
内
８
カ
所
に
開
設
し
た
避
難
所
に
も

市
民
が
続
々
と
詰
め
か
け
、
18
時
40
分
時

点
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
合
計
１
千
470
人
の

市
民
が
避
難
を
し
ま
し
た
。

 
23
時
20
分
、
登
別
漁
港
に
お
い
て
、
１

㍍
の
津
波
が
目
視
に
よ
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
津
波
は
同
港
の
岸
壁
を
越
え
る

大
き
な
も
の
で
、
港
内
に
停
泊
し
て
い
た

漁
船
と
漁
港
施
設
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
変
化

　
東
日
本
大
震
災
は
、
国
民
の
意
識
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
、
平
成
24
年
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
実
施
し
た
意
識
調
査
で
、

『
東
日
本
大
震
災
後
の
考
え
方
の
変
化
』

と
い
う
設
問
に
対
し
『
防
災
意
識
の
高
ま

り
』
と
の
回
答
が
52
・
０
㌫
で
最
多
（
全

国
20
歳
以
上
の
男
女
４
千
人
か
ら
の
回
答

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ご
家
族
で
非
常
時

の
集
合
先
や
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
あ
う

な
ど
、
防
災
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
、

関
心
を
深
め
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
市
や
町
内
会
な
ど
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
、
防
災
訓
練
や
防
災
研
修
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
今

一
度
防
災
に
つ
い
て
の
思
い
を
新
た
に
し
、

こ
れ
ら
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

東
日
本
大
震
災

〜
５
年
前
の
記
録
と
記
憶
〜

▲被害を受けた漁船
）

●漁船被害
・転覆１隻
・浸水２隻
・漂流１隻
●漁港施設被害
・活魚水槽施設のシャッター破損、電気
　設備故障
・旧荷捌所シャッター破損
・新荷捌所電動フォークリフト故障
・魚箱などの港内や沖への漂流
・廃油庫、簡易トイレ横転
・バリケードなど破損

登別漁港の被害状況


